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表紙の写真：郊外の古い石造りの家が並ぶ町並み（イギリス）
ＩＳＴＴの本部があるロンドンの西方にあるコッツウォルドの丘陵地帯。写真はここにある小さな田舎町の一つです。はちみつ色のライムス
トーン（石灰岩）の古い石造りの家が並ぶ町並みののんびりとした雰囲気に癒やされます。

　キジ（雉）は日本の国鳥で多くの自治体

で「市町村の鳥」に指定されるなど身近な

鳥です。山地から平地の林、農耕地、河

川敷などの明るい草地に生息していて、地

上を歩きながら、主に草の種子、芽、葉な

どを食べますが、昆虫やクモなども食べる

ようです。繁殖期のオスは『ケーン』と大

きな声で鳴いて縄張りを宣言します。この

写真のように、両翼を広げて胴体にうちつ

けてブルブル羽音を立てる「ほろうち」と

いう動作も見られます。繁殖期のオスは頭

の赤が目立ち、体もいろんな色の羽で覆わ

れていて、尾羽も長いので、とても美しい

鳥で、さすが国鳥という品位も感じられま

す。それに較べて、メスは目立たない地味

な色合いの茶色で、地面に浅く掘って枯れ

草を敷いた巣を作り、子育てをします。卵

は６～１２個と多いので、羽化後の雛を数

羽連れて歩いているところを見かけること

もあります。毎年愛鳥週間などに各地で放

鳥されているようですが、東京都ではレッド

リストに登録されています。さいたま緑の

森博物館周辺では、毎年ケーンという鳴き

声を聞くことができています。

	 （緑の森倶楽部）

四季の鳥・春（キジ）
撮影　名執修二
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さいたま緑の森博物館


